
１．概況

２．受　注 ･ 出　荷　実　績
（金額単位：百万円)

月･期別 １２月 前年同月 ４月～１２月 前年同期 １月～１２月 前年同期

機　種　別 比増減率(%) 累　　計 比増減率(%) 累　　計 比増減率(%)

93,917 -8.2 772,516 -3.2 1,090,465 -2.1

56,180 -11.2 473,652 -4.6 665,125 -2.5

23,138 -4.0 196,035 2.5 282,192 5.1

33,042 -15.7 277,617 -9.0 382,933 -7.4

36,265 -0.4 282,595 0.4 403,350 -0.5

18,549 -10.9 138,716 12.0 195,228 13.4

13,600 3.5 114,856 -13.6 166,819 -16.4

(ルーター・ＬＡＮスイッチ等） 4,116 68.5 29,023 17.8 41,303 22.3

1,472 -44.5 16,269 -20.2 21,990 -17.1

（注）１．ＣＩＡＪ自主統計に基づく    　　　２．移動体端末には市民用トランシーバー、アマチュア用通信装置を含まず

      ３．ボタン電話装置は、端末機器に含めず、ネットワーク関連機器に含めた（2018年4月から）

３．受　注 ･ 出　荷　推　移

無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

そ の 他 ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

通 信 機 器 用 部 品

　　【２０２２年１２月】

移 動 体 端 末 機 器

ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

有 線 ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

　当月の通信機器[国内]の受注･出荷は939億円、前年同月比8.2％減と2か月連続で減少した。
　有線端末機器は、電話機(同比23.7％増)、VoIP-GW(同比129.5％増)、事業所用コードレスホ
ン(同比26.2％増)、ファクシミリ(同比3.7％増)が同比を上回ったが、インターホンとその他
の合計が同比を下回ったため、全体では231億円(同比4.0％減)と減少した。
　移動体端末機器は、スマートフォンを含む携帯電話が、円安や物価上昇などの影響による買
い控えから台数と金額ともに減少し、全体では330億円(同比15.7％減)と減少した。
　有線ネットワーク関連機器は、ボタン電話装置(同比25.3％増)、PON･MC(同比39.5％増)が同
比を上回ったが、構内用電子交換機(同比9.9％減)、デジタル伝送装置(同比22.7％減)、その
他の伝送装置(同比12.0％減)が同比を下回ったため、全体では185億円(同比10.9％減)と減少
した。
　無線ネットワーク関連機器は、官庁向けの衛星系で増加したが地上系で減少した固定通信装
置(同比4.7％減)が同比を下回ったが、電気通信事業者向けで増加した基地局通信装置(同
12.7％増)が同比を上回ったため、全体では136億円(同比3.5％増)と増加した。
　その他ネットワーク関連機器は、ルーター(同比69.8％増)、LANスイッチ(同比62.8％増)、
その他(同比81.7％増)が同比を大幅に上回り、全体では41億円(同比68.5％増)と増加した。
　通信機器用部品は15億円(同比44.5％減)と減少した。

通 信 機 器

端 末 機 器

有 線 端 末 機 器


